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＜26 点にて認知機能低下を疑う連続症例計 80 例に包括
的神経心理検査を施行した．頭部 MRI で CSVD（白質病
変（PVH，WMH），ラクナ梗塞，微小出血）を左右の半
球ずつ評価した．統計解析は p＜0.05 を有意とした．〔結
果〕80 例中男性 52 例，年齢は 74.7±7.8 歳，教育年数 14.6
±2.4 年，MMSE 26.8±2.4 点，MoCA-J 21.6±2.6 点だっ
た．心理検査から 32 例に軽度認知障害あるいは認知症と
























EGFR 野生型細胞株と比較してヒストン H3K27 特異的





られているが，解析の結果，EGFR の下流では mTOR 複
合体のひとつ mTORC1 による EZH2 の蛋白発現制御が
明らかとなった．この mTORC1 が EZH2 の発現に関わ
ることでヒストン H3K27me3 の制御を行っていると考
えられる．驚くべきことに，もう一つの mTOR 複合体
mTORC2 を抑制した際，メチル化酵素 EZH2 の発現に
は関与しなかったにもかかわらず，H3K27me3 の発現が




すなわち mTORC2 は SAM の産生量を制御することで，
H3K27me3 の調節に関わっていることが推測される．
〔結論〕EGFR 遺伝子異常が二つの mTOR 複合体を介し
て H3K27me3 の発現を調節する，新規のエピジェネティ
クス制御機構を見いだした．活性化された EGFR の下流
では，mTORC1 が EZH2 の蛋白発現を，mTORC2 が
SAM の細胞内濃度を亢進させることで，メチル化に寄
与していると考えられる．この結果は，シグナル伝達異
常とエピジェネティクス制御の間に強い関連があること
を示唆するもので，今後詳細な解析により新規治療戦略
に繋がると考えられる．
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